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◆日本分子生物学会 第 9期第 2回評議員会報告

日 時 :1995年 12月 5日 (火)15:30～ 19:30
場 所 :名鉄ニューグランドホテル 花の間
出席者 :松原謙一 (会長 )、 饗場弘二、大石道夫、岡崎恒子、小川英行、榊 佳之、品川日出夫、杉浦

昌弘、鈴木義昭、関口睦夫、中村研三、村松正実、山本正幸、近藤寿人 (庶務幹事 )、 大久保

公策 (会計幹事 )、 石浜 明、谷口維紹 (集会幹事 )、 吉川 寛 (編集幹事 )、 大塚栄子 (第 19

回年会長)

欠席者 :小川智子、志村令郎、中西重忠、本庶 佑、三浦謹一郎
議 事 :

1.第 1回評議員会議事録を確認した。
2.報告事項  ‐

1)庶 務幹事より平成 8年度科学研究費補助金の審査委員候補者の推薦、各種学術賞・研究助成候補
者の推薦についての会務報告を受け了承した。

2) 庶務幹事より研究成果公開促進費にかかる学会番号の設定について報告された。
3) 将来計画委員長より、将来計画委員会の活動方針と活動状況について報告された。これまでの経
過については、会報 No.52で報告されたところであるが、今後、講習会、 ミニシンポジウムなどを
公募し、実施する計画であること。まず、aι″のαπ影の講習会を計画しており近日中に最初のアナ

ウンスを行なうこと。約 1週間の期間で、学会から経費的な支援を行なうことなどが報告され、了

承された。

4) 3年 後の教育指導要領改定に向けた生物教育用語集 (高校)の制定作業についての、日本分子生
物学会としての対応が、吉川将来計画委員によって説明された。

5) 会計幹事より1995年度会計収支中間報告を受け、健全に経費が運用されていることを確認し、了
承した。

6)岡 崎年会長より第18回年会についての状況が報告された。口頭700題にポスターを合わせて計
2,000題 以上の発表があり、今回は特に口頭発表の意義が認識されていること、5,000人 を上回る参

加者が見込まれることなどが報告された。

7) 大塚第19回年会長より、来期の日本生化学会との合同年会について準備状況が説明された。

①30以上のシンポジウムに加え、特別講演、公開講演が計画されている。しかしこれらは公募しな

いので、代わりにイブニングセミナーを公募する。②キーワード、プログラム、参加費、講演要旨

集発送の方法などで 2学会のバランスがとれるよう最大の努力をしている、との報告を受けた。

8) 吉川編集幹事よりGenes to Cellsの 発刊についてこれまでの経緯が説明され、出版社、編集長、
学会の 3者の間で 3通の契約書をかわすことになった経過が報告された。

庶務幹事から、3通の契約書の骨子と主要点について説明がなされ、評議員会の承認をもとに、

文面を整備された契約書に調印されることが述べられた。

3.協議事項
1) 会計幹事、庶務幹事より1996年度事業計画、予算案について説明があり、了承された。

①会報は、2月 (第 19回年会演題募集)、 7月 (年会プログラムと同封)、 11月 (評議員選挙)に発行

予定である。②会員原簿調査は、各大学のダイヤルイン化、人事移動の時期が終わる 6月 に行なう

予定である。③Cι′のαπθιの講習会などに対する出費を予定している。

2) 第21回年会についての提案が会長からなされた。
3) 20周年記念事業が継続協議になっていたが、出版事業は行なわないこととした。

4) 他学会との交流について議論された。日本分子生物学会としては、他学会との合併によるマンモ
ス化の道はとるべきではないとの意見の一致を見た。

-1-



◆日本分子生物学会 第 i8回総会報告

日 時 :1995年 12月 8日 (金)11:45～ 12:30
場 所 :名古屋国際会議場 センチュリーホール
議事内容 :

1.松原会長が開会の挨拶を行ない、総会議長として西田育巧氏、黒岩 厚氏を選出した。
2.議長より委任状を含め700人以上の総会参加者があり、総会が成立していることが報告された。
3.松原会長より、1995年度の学会活動の概要が紹介された。
4.山本将来計画委員会委員長より、今期の将来計画委員会の活動について、とくに博士研究員制度
拡充の要望書の提出、各種講演会・講習会支援について報告された。

5.吉川編集幹事より、1996年 1月 からの Genes to Cellsの 発刊の準備状況、支援体制について説明
された。

6.近藤庶務幹事より、会員数、評議員会開催、会報発行、科研費審査委員候補者の推薦、各種学術
賞・研究助成候補者の推薦等についての会務報告を受けた。

7.大久保会計幹事より1994年度会計収支決算書が提出・説明され、異議なく承認された。
8.大久保会計幹事より1996年度事業計画および予算案が提案・説明され、異議なく承認された。
9.岡崎第18回年会長の報告の後、大塚第19回年会長、本庶第20回年会長の挨拶が行なわれた。
10.議長より閉会の挨拶があり、総会を終了した。

i995年 12月 7日 現在会員数

昨年同期比

(+ 0)
(+472)

(+466)

(+19)
(- 1)

合 計 7,943名 (+956)

1996年度日本分子生物学会予算

(1996年 4月 1日 ～1997年 3月 31日 )

収入の部

名誉会員

正 会 員

学生会員

外国在住

賛助会員

2名

5,243名

2,533名

126名

39社 (46日 )

科   目 '95年度予算額 '96年度予算額 摘 要

学

賛

広

預

雑

会    費

助  会  費

金

収

禾」

入

子

収 入

25,610,000

1,410,000

0

300,000

50,000

28,360,000

1,380,000

1,500,000

300,000

50,000

~下 入 会 金  200,000
1正 会 員 21,060,000
1 学生会員 6,750,000L外国会員  350,000
会員名簿広告料

小   計

前 年 度 繰 越 金

27,370,000

△500,000

31,590,000

2,000,000 ←前年度見込概算繰越金

合   計 26,870,000 33,590,000
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科    目 95年度予算額 '96年度予算額 摘 要

事   業   費
会 報 発 行

年会 プログラム

年会特別講演謝金

第20回 年会補助

国際誌発行支援金

そ  の  他
評 議 委 員 会 費

「
委 員 会 費
L選挙・名簿作製費
業 務 委 託

一 般 事 務

「
用   品
1印   刷
1通   信

[鍵
務事務

予   備

9,200,000

2,000,000

1,000,000

200,000

1,000,000

4,000,000

1,000,000

800,000

800,000

0

7,000,000

7,005,000

5,000

300,000

6,000,000

650,000

50,000

1,400,000

[

「|

|

|

|

|

[

10,200,000

2,200,000

1,800,000

200,000

1,000,000

4,000,000

1,000,000

3,800,000

800,000

3,000,000

8,000,000

9,360,000

10,000

300,000

8,300,000

650,000

100,000

1,000,000

[

|

印刷部数増

第19回年会

第19回年会

会員増に伴う発送、手数料増

会報に名簿同封

小   計
次 年 度 繰 越 金

25,405,000

1,465,000

32,360,000

1,230,000

合   計 26,870,000 33,590,000

支出の部

※上記の収支繰越金以外に、将来事業準備金 4,000,000円 (MMC定期)があります。

◆学会番号のお知 らせ

文部省学術国際局より、科学研究費補助金研究成果公開促進費「研究成果公開発表 (B)及び (C)」

の申請に関して「学会番号」の設定が通知されました。日本分子生物学会の学会番号は10877です。お

知らせ致します。

◆第 18回 日本分子生物学会年会の発表取消/発表追加のお知らせ

プログラム配布以降、当日までに下記の通り発表取消がありました。

4J2-01, lP-013, 2P-527, 3P-053, 3P-066, 3P-068, 3P-134

また、下記 4題がプログラムから欠落してしまいましたので告示いたします。

〈プログラム追加〉

一般講演口頭発表 (プ ログラム 45頁・講演要旨集 261頁 )

3D-14 部位特異的 リコンビナーゼ Cre発現組換えアデノウイルスによる 2種類の ON/OFF発現制御

系の確立

……°鐘ケ江裕美、李  光、出口 裕、佐藤友美、斎藤 泉 (東大・医科研・遺伝子解析)

一般講演ポスター発表 (プ ログラム 127頁 ・講演要旨集 539頁 )

3P-400-1 組換えアデノウイルスを用いた遺伝子発現を厳密に OFFにする制御系の検討
…°出口 裕、李  光、鐘ケ江裕美、佐藤友美、斎藤 泉 (東大 。医科研・遺伝子解析)
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一般講演ポスター発表 (プ ログラム 127頁 ・講演要旨集 539頁 )

3P-400-2 リコンビナーゼ Creに より生成した環状 DNAの動物細胞における安定性の検討
・…°佐藤友美、鐘ケ江裕美、李  光、出口 裕、斎藤 泉 (東大 。医科研・遺伝子解析)

〈発表分野調整〉

一般講演口頭発表 (発表分野の認定ミス :lJ2-11は下記でも発表されます)

4A-11 神経系細胞の分化に伴って発現するATBFl遺伝子のクローニングと解析
……。三浦 裕1、 Thomas Taml、 井戸章雄2、 森永伴法3、 三木 徹4、 橋本知子5、 玉置大器1

(1カ ルガリー大・医 。生化,Canada、 2長崎大・医・1内、3雪印乳業・生命科、
4NIH・ 分子生物,USA、 5兵庫医大・遺伝)

◆第 18回 日本分子生物学会年会の講演要旨集の人名索引の訂正とお詫び

人名索引作成の課程で下記の誤りが生じてしまいました。関係各位にご迷惑をおかけいたしました。

訂正してお詫び申し上げます。

人名索引 572頁

〈誤〉

田川 陽一
″

″

″

″

″

31)-05

3Jl-06

3Jl-07

4J2-11

4J2-12

3P-448

〈IE〉

田川 陽一
″

田日 精一
″

″

″

〈:正〉

中村 正孝
″

中村 正彦
″

〈正〉

柳沼 克幸
柳原 克彦

3Jl-06

3Jl-07

31)-05

4J2-11

4J2-12

3P-448

2Fl-08

3P-274

lP-265

lP-466

人名索引 578～ 579頁

〈誤〉

中村 正孝

人名索引 591頁

〈誤〉

柳沼 克幸

″
　
　
″
　
　
″

2Fl-08

lP-265

lP-466

3P-274

2G-09

lP-451″

2G-09

lP-451

◆学会費 (年度会費)納入についてのお願い

1.1996年度分および未納分の学会費を 3月 中旬にお送りする請求書 (郵便振替用紙)により下記の通

り納入して下さい。なお、学生会費を納入される方は、細則第 2条により、在学証明書を日本学会事

務センター (東京)へ提出して下さい。
正会員学会費 4,500円 (ただし、在学証明書を提出したときは 3,000円 )

学会費の納入に際しては年会参加費と混同しないようにお願いします。
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◆日本分子生物学会への入会申込みの手順

日本分子生物学会に入会を希望される方は、書面または電話により下記宛にお申込み下さい。所定の

書式をお送りいたします。なお、年会の演題締切りの時期は入会者が多く混雑いたしますので、早目の

入会手続きをお勧めします。

〒113 東京都文京区本駒込 5-16-9 学会センターC21

0日本学会事務センター・会員業務  日本分子生物学会 係
Tel(03)5814-5810 Fax(03)581■5825

◆第 19回 (i996年 )日本分子生物学会年会のお知らせ (その 2)

会報 No.52で お知らせいたしましたように、今回の年会は、第69回 日本生化学会大会との合同年会

として1996年 8月 26日 (月 )から30日 (金)ま で、札幌市の大通り公園に隣接した 3施設 (ロ イトン札

幌、北海道厚生年金会館、札幌市教育文化会館)で開催されます。合同年会では、日本分子生物学会総

会と日本生化学会評議員会以外の企画は一本化いたしました。その主な企画は以下のとおりです。

1.一般講演
すべてポスター形式で行います。展示時間は 9時から夕刻までとし、その間の10時30分から12時30

分までをポスター説明の時間として、奇数番号のポスター代表者は10時 30分から1時間、偶数番号の

ポスター代表者は11時30分から 1時間、ポスターの前に立ち、討論や情報交換を行っていただきま

す。「発表の申込み方法」の要領 (7頁)に従い、応募して下さい。なお、本年度は演題申込みの締

切日が 4月 15日 と例年よりも早いこと、ならびにプログラム編集用に演題、演者、所属などを入力し

たフロッピーディスクと印書したものも同時に添付していただくことになりましたので、ご協力下さ

るようお願いいたします。

2.シ ンポジウム

今回は公募は行わず、プログラム委員会で別掲 (23頁以降)の ような特別シンポジウム 4題 と一般
シンポジウム35題を選定いたしました。シンポジウムはポスター示説の終了後13時 30分から約 4時間

を予定し、ロイ トン札幌、厚生年金会館、教育文化会館において並行して行います。

3.特別講演
8月 28日 (水)13時 30分から厚生年金会館大ホールにおいて行います。海外からの招待講演者は以

下の 3人です。

H.Gobind Khorana博 士 (マサチュウセッツエ科大学、米国)

Douglas A.Melton博士 (ハ ーバード大学、米国)

Paul Bo Sigler博 士 (エ ール大学、米国)

4.公開講演会
広く非会員にも公開する講演会を厚生年金会館大ホールにおいて行います。講演者と日時は以下の

とおりです。

早石 修 博士 (大阪バイオサイエンス研究所)8月 26日 (月 )18時
大野 乾 博士 (City Of HOpeベ ックマン研究所)8月 29日 (木)18時
5.イ ブニングセミナー「ニューフロンティアー」
21世紀に向けて新たな研究の萌芽が期待されています。このセミナーは、そのような独創的で萌芽

的な研究に発表の場を提供し、研究の発展を支援しようとするものです。 8月 26日 、27日 、29日 の 3

回、19時からロイ トン札幌で行います。演題を公募しております (会報 No.52を ご参照下さい)。

6.懇親会のお知らせ
参加者の交流を深めていただくために懇親会を 8月 28日 (水)の夕刻にロイ トン札幌で行います。
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7.バ イオテクノロジーセミナー
8月 27日 (火)から8月 30日 (金)ま での 4日 間、 9時から約 3時間バイオテクノロジーセミナー

を行います。会場はロイ トン札幌です。

8.機器・試薬・書籍等の展示
8月 26日 (月 )か ら8月 30日 (金)ま での 5日 間、ロイ トン札幌において行います。
9.その他のイベント
若い研究者のために、科学研究費の申請方法や科学研究費の抱える諸問題に関するフォーラム (8

月28日 )、 カクテルアワー (ロ イ トン札幌 :8月 26日 、27日 、29日 の夕刻)、 さらにミキサー (8月 28

日 :サ ッポロビール園でのジソギスカンパーティー :懇親会と並行して行います)を企画いたしまし
まこ。

それぞれの企画についての詳細はプログラムと講演要旨集をご覧下さい。

合同年会の発表の申込み、参加の要領等につきましては、演題申込み締切日「 4月 15日 (月 )必着」
を含め、従来と大きく異なっている点が多くありますので、参加申込みの説明を十分にご参照下さるよ

うお願いいたします。

皆様のご理解と温かいご支援のもとに、初めての合同年会を有意義なものにいたしたいと考えており

ます。多数の方々のご参加を組織委員一同、心からお待ちしております。

1996年 1月

第69回 日本生化学会・第19回 日本分子生物学会合同年会

組織委員長 大塚 栄子
合同年会についての問い合わせ先

合同年会事務局 :〒 060札幌市北区北12条西 6丁 目 北海道大学薬学部
Tel(011)706-3975 Fax(011)706-4989

合同年会会場 :

ロイトンオし幌

北海道厚生年金会館

札幌市教育文化会館

〒060札幌市中央区北 1条西11丁 目

〒060札幌市中央区北 1条西12丁 目

〒060札幌市中央区北 1条西13丁 目

Tel(011)271-2711

Tel(011)271-9551

Tel(011)271-5821

- 6-



8

月
26
日
(月 )

ポ  ス  タ 提  示

ポスター討論 カクテルアワー

特別 シ ンポ ジ ウム

シ ン ポ ジ ウ ム
公開
講演

8

月
27
日
(火 )

ポ  ス  タ 提  示

ポスター討論
_」

|

ヒ:空三生
生化学会
評議員会

バイオテクノロジーセミナー

特 別 シ ン ポ ジ ウ ム

合同
討論

シ ン ポ ジ ウ ム

8

月
28
日
(水 )

ポ

ポスター討論

ス   タ 提 フ丁ヾ 懇 親 会

特 別 講 演 科研費 i ++r- (r 7+
z)t t,1-7 ,r -)

バイオテクノロジーセミナー
-r/,ftfa

8

月
29
日
(木 )

ポ  ス  タ 提  示

|ポ
スター討論

l k_翌空

バイオテクノロジーセミナー

特別 シンポ ジ ウム

公開
講演

'/)/,F)la

8

月
30
日
(金 )

ポ

ポスター討論

ス   タ 提 フ丁ヾ

特 別 シ ンポ ジ ウ ム

バイオテクノロジーセミナー
-v:/*'rlt^

合 同 年 会 日 程 表

○発表の申込み方法

一般演題はすべてポスター発表として申込んでいただきます。講演要旨集はオフセット印刷にします

ので、記載要領に従って申込用紙ならびに抄録原稿に記載し、手続きに不備のないように十分ご注意下

さい。

発表内容

1.内容は他の学会で未発表のものに限ります。

代表発表者

1.同一人は 1演題に限って代表発表者となることができます。

2.同一教室 。研究室で関連した演題を連続して発表希望の場合は、必ず同一封筒にてご送付下さい。

3.代表発表者は本年度の会員 (日 本分子生物学会あるいは日本生化学会)でなければなりません。

したがって未入会者および 1 996年度会費未納入者 (4月 現在)か らの発表申込みは受付けません。

入会希望者はその旨明記した葉書を日本分子生物学会事務局あるいは日本生化学会事務局宛に送 り、

入会手続きをして下さい。なお、例年の慣習であります当年度会費の納入証明書の
コピーを添付す

ることは、今年度は締切日の関係からいたしません。

8      9      1o      ll      12      13      4      15      16     17     18      19     20    21
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4.代表発表者は、発表申込教時に合同年会への参加登録をしていただきます。本号綴込みの振替用
紙についている払込票 (ま たはそのコピー ;従来の年会と異なりますのでご注意下さい)を発表申
込用紙に貼付して下さい。これのないもの けられません

申込用紙ならびに抄録原稿記載要領

1.申込用紙
1)抄録原稿に記載するものと正確に同じ演題名、氏名 (所属・略称)を、和文あるいは英文 (本
合同年会では、両方ではなくいずれかで)枠内に記入して下さい。
2)同一研究室から関連した 2演題以上を申込む場合は通信欄に希望発表順序を記入し、必ず同一
封筒にてご送付下さい。その他の要望や連絡事項も通信欄に記入して下さい。

3)分類希望 :別表 (13頁以降)の分類を参照の上、発表希望の分野を選び、分類コードを例にな
らって枠内に記入して下さい (例 :1-A-1)。 なお、この分類表は合同年会用に作成したもので

あり、従来の年会とは大きく異なっていますのでご注意下さい。

4)サ ブジェクトインデックス :キ ーワー ドおよびそのコード番号が本号 (14頁以降)に記載され
ています。このリス トの中から発表内容を最も的確に表現するものを 3つ以内選び、そのコー

ド番号のみを記入して下さい。適当な事項が見当たらない場合には、別枠内に英文大文字で記

入して下さい。

2.抄録原稿
1)抄録原稿は和文あるいは英文とし、本号綴込みの申込用紙にワードプロセッサーまたはタイプ
ライターを用いて直接印書するか、または印書したものを丁寧に糊付けして下さい。抄録原稿

は約60%(長 さ)に縮小の上、 1ページに 6演題のオフセット印刷になりますので、10ポイン
ト以上の字で鮮明に印書して下さい。また、人名、記号などで印字困難なものは明瞭に手書し

て下さい。

2)演題、氏名・所属は指定の枠内に左寄せで記入して下さい。演題名のあと、行替えの上、氏名
を記入し、代表発表者の前に丸印を付けて下さい。読みにくい氏名には「ふ りがな」を付けて

下さい。また外国人で漢字を用いない場合は、下の例にならってアルファベットで、ねmily

name,■rSt name,middle name(initial)の 順にし、ねmily nameはすべて大文字で記載して下
さい。例 :CLARK,William S,

所属はその研究が主に行われた機関とし、丸括弧に略称で記入して下さい。研究機関が複数の

場合は、機関の左肩に1、 氏名の右肩に1の ように番号を付して下さい。表題部分が枠内に収ま

らない場合は、 1行空けてから本文を始めて下さい。
英文要旨の場合も氏名の表記方法は上に準じて下さい。

3)本文は原則として、目的、方法、結果の順に書き、最後に結論を明確に記載して下さい。
4)本文の文字間隔はできるだけ詰め、指定枠いっばいに記入して下さい。 10ポイント、行間隔 5
ポイントを標準とします。この場合には、本文は約16行、500字程度とな ります。なお、指定

枠をはみ出した部分は印刷されません。

3.講演申込用フロッピーディスク
本年度は、別掲の要領 (10頁)で入力したプログラム原稿のフロ ピーディスクとその印書した
ものも併せてお送 り下さい。関連演題を同一のフロッピーディスクに入力されても結構ですがファ

イルは別にして下さい。

4.申込み方法
1)①申込用紙とそのコピー3 部、②参加登録費払込票 (またはそのコピー)を貼付した抄録原稿
とそのコピー 3 部、③演題申込受領書の葉書 (宛名を記載し、切手を貼付することをお忘れな
く)、 ④演題発表日 の葉書 (宛名を記載し、切手を貼付することをお忘れなく)、 ⑤フ
ロッピーディスクとその印書したもの、計 5点

8

をそろえて、下記へ郵送して下さい。関連 した



2演題以上を申込む場合は、必ず同一封筒にてお送 り下さい。
2)送 り先 :〒 060札幌市北区北 7条西 4丁 目 新北海道ビルジング

近畿日本ツーリスト∽ 札幌駅前支店内
合同年会演題受付係 (Tel(011)746-6631 Fax(011)716-5503)

申込みの締切日

※「ご注意」

1996年 4月 15 日 (月 )必着

1) プログラム編成の都合上、締切日に遅れたもの、および提出後の内容の訂正・変更・差替えは
一切受けませんのでご了承下さい。

2) 例年と異なり、送 り先は合同年会の演題受付係ですので、ご注意下さい。本号綴込みの葉書の
「送 り先」部分を切取 りお使い下さい。

参加の申込み方法

大会参加者は必ず参加登録をして下さい。参加登録証のない方は入場できません。

事前参加登録の締切りは1996年 6月 21日 (金)です。
参加申込みは、本号に綴込まれた青色の専用振替用紙 (申込書)を用い、参加者 1名につき 1枚

4

を使用して下さい。

代表発表者 (ポ スター、イブニングセミナー)は必ず事前参加登録をし、払込票 (ま たはそのコ
ピー)を抄録原稿用紙の下部に貼付して下さい。
5 事前参加登録の申込みをされた方には参加登録証を 7月上旬に郵送いたします。参加登 |ま、

当日必ず持参して下さい。万一、当日忘れた方は受付まで申出て下さい。
6 上記の締切期日までに参加登録をされなかった方は、会期中に会場で参加登録をして下さい。た

だし、当日受付が混雑することが予想されることや、当日参加登録費は割高になりますので、なる
べく事前参加登録をされるようお願いいたします。

懇親会とミキサーの参加申込みをされた方には、参加登録証と同時に懇親会あるいは ミキサーの

参加証を郵送いたします。なお、懇親会とミキサーは 8月 28日 (水)の夕刻に並行して行われます。
ミキサー会場の都合から、定員の500名 で参加登録を打切 りますのでご了承下さい。打切 りの場合
はミキサー参加費を年会受付で返却いたします。

7

8.

9

参加登録費  懇親会参加費 ミキサー参加費

学

3,500円

3,500円

3,500円

1996年 6月 21日 (金)以前の事前登録費を示します。
( )内は当日受付の登録費です。非会員は事前/当
日登録とも同額 (プ ログラム、講演要旨集を含む)で
す。

参加登録費には、講演要旨集1部の代金が含まれています。なお、日本生化学会の会員でもある方

には、日本生化学会から講演要旨集 (生化学 7月号)が送られますので年会事務局からは講演要旨
集を発送いたしませんので、ご了承下さい。

1996年 6月 21日 (金)ま でに事前参加登録をされた方には、講演要旨集を送付いたします。
参加登録費等の払込みの領収書は、原則として発行いたしませんのでご了承下さい。念のため、

円
円

円
円

円

般

　

生

　

員非会

８

０

５

７

０

円
円

円
円

円

10
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11

12

郵便局が発行する領収書は、講演要旨集や参加登録証が届くまで保管して下さい。

会員、非会員を問わず、講演要旨集を 1部7,000円、プログラムを 1部3,000円で販売致します。

合同年会期間中の宿泊、JR券、航空券等のご案内

宿泊については、本号に綴込んだ「宿泊のご案内」をご利用下さい。なお、夏季の観光シーズ
ンで

もあり、予約なしでは札幌市内での宿泊が困難と予想されますので、早めに予約手続きをして下さ

い。その他の交通手段についてご希望がある方は、近畿 日本 ツー リス ト∽ 札幌駅前支店

(Tel(011)716-5522 Fax(011)716-5503)に ご連絡下さい。

1

〈講演申込用フロッピーディスク作成要領〉

フロッピーディスクの種類と保存方法

1)IBMコ ンパチ機、NEC 98機 (MS―DOS、 Windows 3.1、 Windows 95)な どの場合は、保存時
に MS―DOSの テキス トファイル形式で保存して下さい。

2) マッキントッシュの場合は、保存時にテキスト形式で保存して下さい。なお、Teach Textま た

は Simple Te量 で作製し、そのまま保存していただくと最も簡単です。

3) ワープロ専用機の場合は、MS―DOSテ キストファイル形式に変換する機能を利用して変換・保

存して下さい。

4) フロッピーディスク (3.5ま たは 5イ ンチで、フォーマットの形式は自由)には必ずラベルを貼

り、使用機種 (IBMコ ンパチ、NEC 98、 マッキントッシュなど)、 ファイル形式 (MS―DOSテ

キス トファイル、Simple Te対 書類など)、 ファイルまたは文書名 (BCMB96.TXT、 生化分生96

など)、 演題、所属、氏名を記入して下さい。

5) フロッピーディスクは返却致しませんのでご了承下さい。
作成時の一般的な注意事項

1)記 載事項の入力はすべてく 〉で囲った項目番号から始めて下さい。それ以外の括弧は用いない

で下さい。

2) 各項目は リターンキーで改行することなく、1行の形のまま入力を続けて下さい。 リターンキ
ーを用いていたらその改行コードを消して下さい。ワープロなどでは、改行コードを入力しなく

ても改行されているように画面に表示される場合がありますが修正しないで下さい。また、
ハイ

フネーションは入れないで下さい。一行の字数ならびに印字用紙サイズの規定はありません。

3) 各項目の最後には、必ず改行コードを入れて下さい。
4)修 飾文字を用いる場合は、その設定を解除し、以下のような記号で囲むようにして入力して下

さい。

2.

上付き文字

下付き文字

イタリック

下線文字

ボール ド

ルビ文字

印字状態

14c_ア ミノ酸

CH2ド メイン

Bαθグ″ルs

Bacl■ us

Bacillus

ルビ支卓

使用記号

〈U〉～〈/U〉

〈D〉～〈/D〉

〈I〉 ´ヽン〈/1〉

〈UL〉～〈/UL〉

〈B〉～〈/B〉

〈R〉～〈/R〉

入力例

〈U〉 14〈 /U〉 C―アミノ酸

CH〈D〉 2〈 /D〉 ドメイン

〈I〉 Bacillus〈 /1〉

〈UL〉Bacillus〈 /UL〉

〈B〉 Bacillus〈 /B〉

ルビ文〈R〉も〈/R〉字〈R〉じく/R〉

5) 演題や氏名欄で外字や特殊文字を用いる場合、その文字を@記号に置換えて下さい。置換えた

文字は別途大きく印字して、プリントアウトした用紙の最後に貼付して下さい。

作成方法

以下の例にならってくSl〉から順に入力して下さい。英数文字はすべて半角で入力して下さい。

-10-
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環境汚染の生体防御活性に与える影響 ○札幌一郎1、 函館由基2、 小樽 リラ1,※2、 CLARK,William
s.3(1北大・薬・衛化、2北大・医・環境、※2現、3Dept.Biol.,Massachusetts Univ.,USA)

※ 発表 ;ポ スター、発表希望分類 :免疫系―その他の防御機構 (4-C-7)、 キーワードコード番号 :

0739,1085の入力例。

[入力方法 ]

〈Sl〉発表形式

1-シ ンポジウム

2-ポ スター

3-イ ブニングセ ミナー

〈S2〉発表希望分類番号

〈S3〉サブジェクトインデックスのキーワード用番

号三つまで項目番号を繰返して入力して下さ

い。

〈S4〉追加希望のキーワード

「環境汚染」

半角文字の大文字英文で入力して下さい。複数

あるときは項目番号を繰返して入力して下さい。

追加希望のキーワードのないときは〈S4〉改行し

て下さい。

〈S5〉代表発表者

〈ZIP〉郵便番号〈ADD〉住所〈COP〉所属機関〈POS〉部

署〈NAM〉氏名〈TEL〉電話番号〈INT〉内線番号〈FAX〉

FAX番号

―行の形で続けて入力して下さい。姓と名の間

は全角スペースをあける。内線番号のない場合

は〈INT〉は不要です。

〈S6〉演題

〈S7〉発表者

〈NAM〉氏名 (漢字)〈 YOM〉氏名 (ひらがな)〈 COP〉

所属機関、くPOS〉部署を続けて入力する。代表発

表者には最初に〈M〉、共同発表者は〈S〉を付けて

くNAM〉以下の入力操作を繰 り返す。所属機関が複

数のときは同様に繰り返す。※で現職を示すとき

は〈COP at=“ N"〉 (COPと atの 間は半角)で入力
する。外国人で漢字を用いない場合は Family

na■e,First name,Middle name(Initial)の サ1贋に

アルファベットを用い、Family na■ eはすべて大

[入力例]

〈Sl〉 2

〈S2〉 4-C-7

〈S3〉 0739〈 S3〉 1085

〈S4〉 ENVIRONMENTAL POLLUT10N

〈S5〉〈ZIP〉060〈 ADD〉札幌市北区北12条西 6丁 目

〈COP〉北海道大学〈POS〉薬学部衛生化学〈NAM〉札幌

一良6〈TEL〉011-706-2111〈 INT〉3243〈 FAX〉 011-706-

4990

〈S6〉環境汚染の生体防御活性に与える影響

〈S7〉〈M〉〈NAM〉札幌 一郎〈YOM〉 さっぽろ いちろ
う〈COP〉北大〈POS〉薬・衛化〈S〉〈NAM〉函館 由基
〈YOM〉はこだて ゅ うきくcoP〉北大〈POS〉医・環境
〈S〉〈NAM〉小樽  リラ〈YOM〉おたる りら〈COP〉北大
〈POS〉薬・衛化〈COP at=“ N"〉北大〈POS〉医・環境

〈S〉〈NAM〉CLARK,711liam S.〈 COP〉Massachusetts

Unlv.〈 POS〉 Dept.Biol.

-11-



文字で入力して下さい。所属と氏名を示す肩付き

番号の入力は不要です。

[上記の方法で入力したものの印字例]

〈Sl〉 2

〈S2〉4{イ

〈S3〉 0739く S3〉 1085

〈S4〉ENVIRONMENTAL POLLUT10N

〈S5〉くZIP〉 060〈ADD〉札幌市北区北12条西 6丁 目〈COP〉北海道大学〈POS〉薬学部衛生化学くNAM〉札幌 一郎
〈TEL〉 011-706-2111〈 INT〉3243くFAX〉011-706-4990

〈S6〉環境汚染の生体防御活性に与える影響

〈S7〉〈M〉〈NAM〉札幌 一郎〈YOM〉 さっぽろ いちろう〈COP〉北大〈POS〉薬・衛化〈S〉〈NAM〉函館 由基くYOM〉は
こだて ゆ うきくCOP〉北大〈POS〉医・環境〈S〉くNAM〉小樽  リラ〈YOM〉おたる りらくCOP〉北大〈POS〉薬・衛

化〈COP at=``N''〉 ゴヒ大〈POS〉医・環境〈S〉〈NAM〉CLARK, 町1liam S.〈 COP〉Massachusetts Univ.〈 POS〉Dept.

Blol.
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遺慕ⅨＱやＮ熙

ヽヽヽ卜ヽヽκュヽ　．い
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○シンポジウムの内容

[特別シンポジウム]

2.

.Signal Network across the NucleariMembrane fOr Regulation of TranscriptiOn and Replica‐

tion

世話人 :新井賢一 (東大・医科研)、 西田栄介 (京大・ウイルス研 )

細胞膜における受容体から核内の標的 DNAに至る細胞内 ン`グナル伝達系に関する生化学、遺伝
学、分子生物学的研究の成果を内外の第一線の研究者が発表する。サイ トカインやホルモン受容体、

GTP結合蛋白質、チロシンキナーゼ、ホスファターゼ、STAT等の転写因子、細胞周期の制御因
子等と共に、特に細胞質と核内の過程の相互作用による転写と複製の制御について、核膜を通じる

シ`グナル伝達という視点から考察する。

神経高次機能と情報伝達

世話人 :清水孝雄 (東大・医)、 中西重忠 (京大・医)

記憶・学習、さらに運動や感覚などの神経高次機能を分子細胞生物学の立場から理解しようとす

る研究は進展している。神経伝達や可塑性に関与する神経伝達物質受容体やシグナル分子が単離さ

れ、神経細胞での情報伝達が明らかとなりつつある。また、個々の分子の高次機能における役割も

発生工学により解析されてきた。さらに、ニューロン・グリア間の新しい情報伝達も注目されてい

る。本シンポジウムでは、高次神経機能に対する分子細胞生物学的な様々なアプローチと今後の課

題を紹介する。

アポ トーシス

世話人 :長田重一 (阪大・医、大阪バイオ研)

アポ トーシスは、動物の発生過程、免疫反応、生体の恒常性の維持の際などに見られる生理的細

胞死である。本シンポジウムでは、線虫、ショウジョウバエ、哺乳動物におけるアポ トーシスに関

して、その生理作用、シグナル伝達機構について紹介する予定である。

細胞周期制御機構

世話人 :岡山博人 (東大・医)

細胞周期の制御は、単細胞生物から多細胞生物まですべての真核生物の増殖と分化の制御に深く

関わった細胞内高次機能である。したがって、個体の発生・分化の原点といえるもので、その分子

機構の解明に不可欠な研究領域である。また、細胞周期の制御は、がん、老化、細胞死や細胞再生

などの医学の諸問題とも密接に関わっている。過去数年間、細胞周期制御機構の解明は著しく進ん

だ。現在も、めざましい速度で進んでいる。このシンポジウムでは、現在活躍中の国内外の第一線

の研究者を招待し、最近の成果について講演していただく。

3

4.

[シ ンポジウム]

:.分子シャペロンによる細胞機能制御
世話人 :永田和宏 (京大・胸部疾患研)、 矢原一郎 (都臨床研)

分子シャペロンは、新生ポリペプチ ドの foldingを始めとし、サブユニットの会合、細胞内輸送

やターグッティングなど、新たに合成された蛋自質が機能を獲得するまでの過程に、重要な役割を

果たしている。その作用機序についてはいまだ不明の点が多いが、作用の普遍性を反映して、細胞

内のさまざまな細胞機能の制御に密接に関わっている。本シンポジウムでは、細胞機能制御という

観点から、種々の分子シャペロンの機能について話題を提供する。

2.新展開する糖鎖機能研究の最先端
世話人 :斉藤政樹 (北大・医)、 鈴木明身 (都臨床研)
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細胞社会を形成する多細胞生体では、「糖鎖」が予想を超える「多彩な機能」を遂行しており、国

内外の多くの研究者が注目している。最近、糖鎖合成に関わる糖転移酵素の分子生物学が「糖鎖機

能」の分子機序解明に新しい事実をもたらし、「糖鎖生物学」は急速な変貌を遂げつつある。本シン

ポジウムでは、分子生物学的アプローチによって明らかにされてきた最先端の知見を紹介すると同

時に、糖鎖研究の問題点を整理し、今後を展望するパネル討論を企画する。

3.が ん関連遺伝子研究の展開
世話人 :山本 雅 (東大 。医科研)、 藤永 意 (札医大・癌研)
細胞は増殖因子、抗原、サイ トカイン等の様々な外来刺激に反応して増殖する。このような外来

因子は細胞膜表面で受容体に受けとめられ、チロシンキナーゼや、Ras、 MAPキ ナーゼの活性化を

始めとするシグナル伝達系が作動する。その結果、GO期の細胞は活性化され Gl期へと移行し、同

時に核内転写因子が活性化されて様々な遺伝子の発現が誘導される。そのような遺伝子の一つに

Glサイクリンがある。Glサイクリンは CDKsの 活性化を導き、細胞周期の Gl期からS期への進

行を促進する。一方でがん遺伝子やがん抑制遺伝子の産物が、シグナル伝達、Gl―S checkpointの

制御に関与することが明らかになっている。したがって、正常の細胞増殖の調節機構が、がん遺伝

子/がん抑制遺伝子を始めとするがん関連遺伝子の産物によって制御され、それらの異常が細胞がん

化を誘導するという鳥政図を描 く事が可能になっている。本シンポジウムでは、これらがん遺伝子/

がん抑制遺伝子の機能を中心に、新しい概念を導入するような知見をも加えて各演者から紹介して

いただく。

4.ゲ ノム医学
世話人 :榊 佳之 (東大・医科研)、 中村祐輔 (東大・医科研)
ヒトゲノム計画はその第 I期において、ヒトゲノムの遺伝地図および物理地図にはぼ目途を立て

た。これらの地図をもとに、疾患遺伝子が次々と分離されている。特に、がん、痴呆症、糖尿病、

高血圧、アレルギー症など、多因子病の原因遺伝子の追求が新しいターゲットとなっている。本シ

ンポジウムでは、ゲノム情報をもとに、疾患に迫る研究の現状を紹介する。

5.がん転移の分子機構
世話人 :清木元治 (金沢大・がん研)、 横田 淳 (国立がんセ・研)
悪性のがん細胞は単に増殖制御に異常があるだけではなく、周辺の組織に対して破壊的

・浸潤的

であり、最終的には遠隔臓器へと転移をするようになる。このようにがんが悪性化する過程では多

細胞生物が組織を構築する為に必要な様々なレベルでの制御に異常が起こっていることが明らかに

なりつつある。がんの悪性形質を決定する遺伝子あるいはその産物の機能を知ることが多細胞生物

の構築原理に関わる調節機構を明らかにするための手がか りを与えようとしている。

6.高次生体統御機構としての免疫系
世話人 :本庶 佑 (京大・医)、 渡辺 武 (九大・生医研)
免疫系は今日最も解析の進んだ個体統御系である。免疫系をモデルとして多数の分子がどのよう

な統御複合系の構築に関わっているかを明らかにすることが可能となってきた。細胞 レ
ベルで機能

が明らかとなった分子が個体レベルで思いがけない機能を担 うことが明らかとなった例もある。本

シンポジウムでは、分子に基づいて個体統御を視点に入れた免疫系の話題を集めたい。

7.主要組織適合遺伝子複合体研究の新展開
世話人 :笠原正典 (北大・医)、 猪子英俊 (東海大・医)

主要組織適合遺伝子複合体 (MHC)分子は、抗原をペプチ ドとして T細胞へ提示することによ

り脊椎動物の免疫応答を制御する。本シンポジウムでは、MHC分 子による抗原提示の分子機構、
ヒトMHC領 域のゲノム構造、非古典的 MHC分 子の構造と機能、MHC分 子の起源と進化などの

話題について、2名 の欧米からの招待演者を交えて討論したい。
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8.細胞増殖因子の現在
世話人 :上野直人 (北大・薬)、 宮園浩平 (癌研・研)

細胞増殖因子の研究は受容体や細胞内情報伝達系にまで進み、受容体がチロシンキナーゼである

ものとセリン・スレオニンキナーゼであるものとに大別できるようになった。しかし、新しいリガ

ンドや受容体、細胞内シグナル因子がつぎつぎに発見され、細胞増殖因子による生体調節メカニズ

ムは複雑さを増している。一方で物υz・ω における細胞増殖因子の生理作用に迫る研究もなされてい

る。細胞増殖因子研究の最前線を概観する企画としたい。

9.リ ン脂質代謝の分子生物学
世話人 :井上圭三 (東大・薬 )、 加納英雄 (札医大・医)

リン脂質代謝研究に分子生物学の手法が定着し、ホスホリパーゼを始め代謝酵素の分子レベルの

検討が進んでいる。細胞情報伝達系における脂質性セカンドメッセンジャーの重要性が明らかにな

り、多彩な細胞機能の発現とその調節にリン脂質代謝が関与していることが分かってきた。一方で、

多くの未知の構造と機能をもつ酵素が発見される可能性が高く、発展性と意外性に富む研究分野で

もある。今回は、現時点の成果をまとめ、新たな発展を模索する、研究交流の場を企画した。

iO.造血幹細胞の自己再生と分化
世話人 :西川伸一 (京大 。医)、 須田年生 (熊本大・医)

サイ トカインハンティングの時代が終わ り、造血幹細胞の増殖と分化に関わる分子のリス トアッ

プが現在進んでいる。また、それぞれの分子の個体レベルの役割についても明らかになりつつある。

この進展を踏まえて、これからの造血幹細胞の増殖と分化の研究の将来について考えることがこの

シンポジウムの目的である。特に、これまで概念としてのみ捕えられてきた、「自己再生と不等分

裂」、「静止期の造血幹細胞」、「造血組織発生の階層性」等の問題に焦点を当てて、新 しい研究の流

れを集約したいと考えている。

11.DNA複 製の制御機構
世話人 :松影昭夫 (愛知がんセ・研)、 滝澤温彦 (阪大・理 )

本シンポジウムでは、DNA複製の制御のなかでも、最近特に進展の著しいその開始に至る制御
機構を取 り上げることにする。具体的な話題としては、(1)複製酵素、開始因子などの遺伝子発現制

御機構、(2)複製開始領域の構造と機能、(3)複製開始因子やライセンシング因子の機能解析、(4)複製

酵素複合体の形成制御、(5)以上の諸機能を制御する細胞周期調節機構など上位のシグナル系との接

点、などについて話題を提供していただく予定である。

:2.転写制御の分子機構一転写因子と転写補助因子との相互作用
世話人 :酒井正春 (北大・医)、 半田 宏 (東工大・生命理工)
近年、転写開始反応に関与する転写因子の解析が進み、RNAポ リメラーゼエを始めとする基本
転写因子群とアクチベーターと呼ばれる各プロモーター特異的に作用する転写因子群の多くが同定

され、それらの構造・機能が明らかになった。しかし、それら因子に加えて、コアクチベーターや

メディエーターなどと呼ばれる新たなカテゴリーに属する転写補助因子群が見つかった。それらは

転写開始反応に不可欠で、種々の転写囚子との相互作用を介して機能を発揮することが分った。ま

た、個々の転写補助因子に関する研究も進教、新たな知見・情報が集積してきた。そこで、転写補

助因子に関する最新の研究成果を一堂に会し、それらの情報を公開するとともに活発な意見・情報

交換を行うことが本シンポジウムの趣旨である。

13.DNA修 復欠損の分子病態
世話人 :田中亀代次 (阪大・細生エセ)、 花岡文雄 (阪大・細生エセ)

ヒトを含めた地球上の全ての生物は、外的あるいは内的因子により生 じた DNAの構造的異常を
見つけて修復する多様な機構を、進化の過程で獲得してきた。これら酵素系の働き方が、遺伝病や

がんの発生に本質的に関わっていることが明らかになってきている。すなわち、これらの酵素系が、
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遺伝子に関わる広範な病気の発生を根本的に支配していることが分ってきたのである。本シンポジ

ウムでは、生物の保有する様々な DNA修復系とそれらの欠損がもたらす病気についての生物学的
・分子生物学的な研究を紹介する。

14.プ ロテアーゼバイオロジー研究の新展開
世話人 :田中啓二 (徳島大・酵素科学研究セ)、 鈴木紘一 (東大・分生研 )

最近、蛋自質の代謝的安定性の変動、すなわち選択的蛋自分解の分子機構に関する研究が大きく

進展し国内外で注目されている。それは蛋自分解が細胞周期・細胞死・免疫始動・情報伝達・代謝

調節・ス トレス応答などの多様な細胞機能の発現・制御に不可欠な役割を担っていることが相次い

で発見されつつあることに起因する。本シンポジウムでは、主要な細胞内プロテアーゼに焦点をあ

て、そのバイオロジー研究の進展について討議する。

i5.GTP結合蛋白質
世話人 :堅田利明 (東大・薬)、 成官 周 (京大・医)、 高井義美 (阪大 。医)
低分子量 G蛋白質スーパーファミリーの Rasフ ァミリーが遺伝子発現の制御に関与していること

は古くから明らかになっていたが、最近、Rhoフ ァミリーが細胞骨格の制御に、Rabや Sarl、 Arf

のファミリーが細胞内小胞輸送の制御に、Ranフ ァミリーが蛋白質の核輸送の制御に、それぞれ関

与していることが次々に明らかになっており、低分子量 G蛋自質が種々の重要な細胞機能を制御し
ていることが決定的になっている。本シンポジウムでは、主としてこの低分子量 G蛋自質に焦点を

あてる。

16.活性酸素シグナルとレドックス制御
世話人 :谷 口直之 (阪大・医)、 江角浩安 (国立がんセ・研)

活性酸素の研究はこれまでは現象論が先行し、生化学や分子生物学の研究対象として実態を把握

するには多くの難点があった。最近になりやっと、種々の遺伝子発現に関与していることが明らか

になり、とくに過酸化水素によるNF―κBを介した遺伝子発現制御の研究に端を発した研究はレド

ックス制御として、ライフサイエンス全般に大きなインパクトをあたえる領域となってきた。ここ

では、NO、 スーパーオキシド、パーオキシナイ トライ トを始め、 レドックス制御へのシグナルと

なる活性酸素や、グルタチオン、チオンドキシンなどがどのような役割を担っているかを、遺伝子

発現制御の立場から深く掘 り下げたい。

17.P450研 究の新展開

世話人 :鎌滝哲也 (北大・薬)、 藤井義明 (東北大・理 )

チ トクローム P450はステロイ ドなどの生体内物質の代謝のみならず、薬物・毒物の解毒、活性化

など、広範な機能を持つ酵素である。それぞれの研究分野で新 しい研究の展開が見られるが、本シ

ンポジウムでは、中でも最近発見された新規な機能、誘導機構、遺伝的な多型と薬物代謝、化学発

がん物質の活性化などについて、新しい研究の展開の紹介を目的とした。

18.構造生物学の新しい展望 :蛋白質の立体構造と分子認識
世話人 :西村善文 (横浜市大・院・総合理 )、 森川歌右 (蛋白工研)

最近、構造生物学の分野の研究が急速に進展している。特にシグナル伝達に関与する蛋白質がど

のように蛋白質のシグナルを認識しているのか、あるいはまた転写調節や DNA修復等に関与する
蛋白質がどのように特異的な DNAを認識 しているのかが X線や NMRに よる立体構造解析に基づ
いて原子 レベルで解明されるようになってきた。本シンポジウムでは、これらシグナル認識や

DNA認識の詳細な分子機構を蛋白質・蛋自質複合体や蛋自質・DNA複合体の立体構造解析を行っ
ている研究者を中心に講演してもらう。

:9.核 。染色体の機能構造と動態の分子細胞生物学的解析
世話人 :丹羽修身 (かずさDNA研 )、 水野重樹 (東北大・農)、 米田悦啓 (阪大 。医)
細胞核内でゲノムDNAは染色体単位のマクロな配置をとり、その上で機能構造単位としての様
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々なクロマチンドメインが形成されて、転写、複製、組換えなどの反応とその制御が行われている。

有糸分裂の際にはこれらの機能構造が変化して染色体凝縮蛋白質などの関与により分裂期染色体が

形成される。このような核内の機能構造の構築と動態変化は細胞質・核間の蛋自質輸送とその制御

とも深く関わっている。本シンポジウムでは、これらの核内機能構造の構築、動態、制御に関する

トピックスを選び、最新の分子細胞生物学的アプローチによる研究成果の発表とディスカッション

を行 う。

20.形態形成―神経系の形成制御
世話人 :藤澤 肇 (名大・理 )、 田中英明 (熊本大・医)
複雑で多様な形態を備えている脊椎動物の神経系の形成機構について、(1)神経系の区画化と神経

細胞の分化を制御するホメオティック遺伝子、転写制御因子、液性囚子、(2)分化した神経細胞の軸

索が特定の道筋に沿って標的にまでガイ ドされ特異的な神経回路網を作 り出す過程を制御する液性

因子とそのレセプター、細胞接着分子に焦点を絞 り最近の研究を紹介し、高次多細胞形態の分子制

御の検討を行う。

2:.生物の多様性 :分子進化と形態進化
世話人 :佐藤矩行 (京大・院・理)、 宮田 隆 (京大・院・理)
地球上には現在300万種ともいわれるさまざまな特徴をもった生物が存在しており、これらの生物

の多様性は30数億年にわたる生物の系統進化の歴史的所産である。生物多様性の理解には学際的な

研究が必要であるが、最近特に分子進化学的および分子発生生物学的研究が成果を上げている。こ

のシンポジウムでは、この問題に関するいくつかの分野での最新の研究成果を発表するとともに、

今後分子進化と形態進化を結びつけ、生物の多様性を総括的に理解していくための方法論を議論す

る。

22.個体遺伝子の操作による生体機能研究の最近の進歩
世話人 :勝木元也 (東大・医科研)、 野田哲生 (癌研・研)

ジーンターグッティング法による標的遺伝子の破壊は、個体でしかできない形態形成や高次生体

機能の解析を可能にした。しかし、推定された表現型が表われない例も増えてきた。そこで、最近

は発生時期や組織特異的な標的遺伝子破壊法や、ヒトの相同遺伝子との置換などの方法も検討され

ている。本シンポジウムでは、これら新しい方法の紹介と、個体遺伝子の操作によって初めて得ら

れた生体機能の解析結果について報告する。

23.減数分裂周期の制御
世話人 :岸本健雄 (東工大・生命理工 )、 佐方功幸 (九大・理 )

減数分裂は世代間における染色体数の維持にとって必須である。配偶子 (生殖細胞)の形成過程

においては、体細胞型分裂から減数分裂への切換え、減数分裂の諸過程、減数分裂完了後の体細胞

型分裂への再切換えなどに、特異的な制御システムの存在が考えられる。本シンポジウムでは、こ

れらの点について、細胞周期調節因子群を中心とした近年のめざましい研究の展開を紹介し、将来

への展望を示したい。

24.膜 ATPアーゼ :その多様性と調節
世話人 :二井将光 (阪大・産研)、 盛田フミ (北大・院・理 )、 谷口和弥 (北大・院・理)

ATPの加水分解によって生 じる自由エネルギーは筋収縮、細胞運動、有糸分裂の際の染色体移

動、イオン、薬物、蛋自質等の膜を隔てた分子輸送、小胞輸送、蛋自質の折 りたたみと分解、

DNAの超ラセン形成と分解等に用いられることが明らかにされてきている。本シンポジウムでは、
これらに直接関わるATPア ーゼのいくつかを取 り上げ、構造一機能―調節に重点を置いた最先端
の研究の現状を紹介して頂き、ATPア ーゼ研究への新しい方向性を討論したい。
25.プ ロテインホスファターゼと生理機能―遺伝子・酵素 。調節
世話人 :藤木博太 (埼玉がんセ)、 菊池九二三 (北大・免研 )、 森本幾夫 (東大・医科研)
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近年、プロテインホスファターゼ研究が盛んに行われるようになり、これまでに多くの分子種の

存在が報告され、それぞれについて多角的に解析が進められてきた。その結果、本酵素の生理機能

に果す役割について、代謝調節・情報伝達・細胞分裂など広範囲にわた り次第に解明されつつある。

本シンポジウムでは、このようなホスファターゼ研究の現状を踏まえ、プロテインホスファターゼ

と生理機能の観点から、とくに細胞の分化・増殖・癌化における本酵素の関わ りについて、血液細

胞・免疫担当細胞を含むいくつかの実験系を用いた最近の研究を紹介し、これを通じて本酵素の生

理的意義について、遺伝子・酵素 。調節の立場から考察してみたい。

26.RNA機 能の多様性
世話人 :渡辺公綱 (東大・院・工)、 井上 丹 (京大・院・理 )、 横山茂之 (東大・院・理 )
最近の RNA研究は、 リボザイムの発見を契機として、RNAが単に DNAか ら蛋白質への遺伝情
報の伝達の役割だけに留まらず、生命現象の基本反応に積極的に関わっていることを明らかにしつ

つある。また、RNAの潜在機能の発掘を可能にするわυttο selection(SELEX)法 も利用できるよ
うになった。このような現状を踏まえ、RNA機能の総合的な理解と体系化を目指して、異なった
切口で研究している第一線の研究者による「RNA機能の多様性」について現状分析と将来展望を
行う。

27.発生におけるパターン形成の分子機構―ショウジョウバエを中心として
世話人 :多羽田哲也 (東大・分生研)、 西郷 薫 (東大・院・理)
個体の発生において個性を持った細胞が生じ、特定の構造が形成されるメカニズムは、パターン

形成の名のもとに包括され、生物学の大きなテーマである。ショウジョウバエの発生の様々な局面

におけるパターン形成に重要な役割を演じる転写因子、液性シグナル因子、細胞接着分子が同定さ

れ、その機能が明らかにされつつある。脊椎動物における相同遺伝子の働きも含めて、これらの分

子機構を探る。

28.行動から分子へ :シ ョウジョウバエと C.エ レガンスの感覚・高次神経機能解析
世話人 :森 郁恵 (九大・理)、 谷村禎一 (九大・理)
行動は種の維持や個体の生存に必須なものであり、そのメカニズムは種に特異的な側面と種を越

えた共通性を有していると考えられる。本シンポジウムでは、ショウジョウバエとC.エ レガンスの

行動解析から、感覚および高次神経機能の分子生物学を展開されている研究者に、最新の研究成果

を講演していただく。本シンポジウムが、異なるアプローチを使って高等動物の感覚や記憶・学習

を研究されている方々との活発な討論や意見交換を行なう緒になればと考えている。

29.植物―微生物の相互作用
世話人 :渡辺雄一郎 (帝京大・理工 )、 上田一郎 (北大・農 )

最近、植物の病原体に対する抵抗性反応について分子レベルの研究が進んできた。特に1994年末

から、ウイルス、バクテリア、糸状菌に対する植物側の抵抗性遺伝子の単離例が相次いで報告され、

脚光を浴びている。複数の遺伝子がお互い類似しており遺伝子ファミリーを形成している可能性が

大きい。既知の遺伝子産物との相同性から植物でのシグナル伝達系の研究へと展開しつつある。こ

のシンポジウムでは、最新の情報を提供しあうことを狙いとして行う。

30.植物の環境応答とシグナル伝達
世話人 :内藤 哲 (北大・農)、 米田好文 (北大・院・理)
植物は、光、温度、水、栄養、さらには病虫害等の外界からの刺激に応答しつつ成長する。こう

した刺激の受容からそれに応答した遺伝子発現制御に至るシグナル伝達において、植物成長調節物

質との関わ りが重要であると考えられてお り、光刺激の受容やエチレンを介したシグナル伝達経路

などで分子レベルでの理解が進んできている。本シンポジウムでは、低温刺激の受容とアブシジン

酸を介したシグナル伝達を中心にして、植物の環境応答機構を考える。
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31.神経細胞の一生とニユーロトロフィン
世話人 :畠中 寛 (阪大・蛋自研)、 松岡一郎 (北大・薬 )
近年、ニューロトロフィン (NGF)フ ァミリーの神経栄養因子は、その受容体であるTrkフ ァ
ミリーと共に、遺伝子、作用機構の解析が急速に進み、神経細胞の生存維持のみならず、分化形質
の決定、傷害修復、学習、記憶など、複雑な神経系の形成・維持の様々な局面において重要な働き
をしていることが明らかになってきた。本シンポジウムでは、この分野の第一線の研究者により、
ニューロトロフィンファミリーの発現と機能を中心に紹介する。

32.カ ルシウムと細胞内情報伝達
世話人 :御子柴克彦 (東大・医科研)、 宮本英七 (熊本大・医)
カルシウムイオン (Ca2+)は筋肉の収縮、神経における興奮、細胞分裂、分泌機構など様々な生
理機能に関わっている。細胞内セカンドメッセンジャーのうちで唯一の金属イオンである。Fur計2
などの開発により、Ca2+を検出することが容易になり、細胞内 Ca2+ダイナミクスを直接視覚化す
ることができるようになった。細胞外液には10-3Mの Ca2+があるが、細胞内の濃度は10-7Mと
極端に低い。細胞内濃度は、細胞膜、小胞体、 ミトコンドリアなどにあるポンプやチャネル、さら
には Ca2+結合蛋白質によって微妙に調節されている。Ca2+が細胞のあらゆる生物機能発現に関わ
る事が分子 レベルの知見として明らかになってきた。本シンポジウムでは、細胞内 Ca2+ダイナミ
クスから分子レベルに至るいろいろな領域で最先端の研究をしておられる方々に最近の展開につき
紹介していただく。

33.細胞分裂構造の形成とその調節
世話人 :馬渕一誠 (東大・院・総合文化)、 米村重信 (京大・院・医)

細胞分裂は核分裂と細胞質分裂の二つの連続した出来事によって起こる。核分裂は微小管によっ
て作られた紡錘体が染色体を分離し、細胞質分裂はアクチン繊維を主成分とする収縮環がアクチン

ー ミオシン相互作用による収縮により細胞を三分する。これらの構造は一時的に形成されるダイナ
ミックな構造で、その形成には蛋自質 リン酸化、低分子量 G蛋自質、カルシウムイオンなどの情報
伝達系と調節蛋白質が関与していると考えられるようになってきた。これらの研究の最近の成果を

議論する。

34.アルツハイマー病の分子病理
世話人 :井原康夫 (東大・医)

1995年 までに家族性アルツハイマー病の主要な原因遺伝子は大体同定されたと考えられる。これ

らの遺伝子の変異によって起こる家族性アルツハイマー病が大多数を占める孤発性アルツハイマー

病の発症機序解明に大きな役割をはたすのではないかと期待されている。特に S182(presenilin l)

および STM2(presenln 2)の 機能の解明、さらにそれらがβ蛋自の代謝にどのように関連して
いるのかが最も興味あるところである。

35,生体防御反応としての炎症とその制御機構
世話人 :上出利光 (北大・免研)、 山下俊之 (北大・薬)

生体の恒常性維持のために炎症は、防御反応というべき重要な役割を担っているといえよう。炎
症反応は極めて多彩であり、多くの分子群により調節されている。本シンポジウムでは、炎症反応
の制御に関与する分子群の中から、接着分子、炎症性サイ トカイン、Fcγ 受容体、補体に注目し、
これらが炎症細胞の動員、活性化、活性化抑制、エフェクター機能発現をいかに制御するかを最近
の知見を含めて討論する。
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◆小集会・講習会支援のお知 らせ

日本分子生物学会では昨年度より、小集会あるいは講習会を支援するための予算を計上
しています。こ

れは年会が巨大化するとともに、発表時間の制約等で、きめ細かな議論が行
いにくくなっている現状を

補完し、また新たな研究分野を切 り開こうとする動きを積極的に支援する目的
でなされるものです。特

に、すでに確立した分野ではなく、これから我が国で切 り開かれようとして
いる分野で、技術講習等を

伴 うものを優先的に支援する方針です。1995年度は「構造生物学
フォーラム」に支援がなされ、また

1996年 7月 には C彰秘απS講習会が支援されます。

上記にふさわしい企画をお持ちのかたは随時ご応募をお願い致します。目安とし
て 1件の援助額は50

万円程度まで、年間 2件の援助を予定しています。援助金の使途に特に制限はありません。応募
の締切

りは特に設けず、採否の決定は将来計画委員会で行います。応募ご希望の方は、応募者
の連絡先、開催

する会の性格が明らかな企画の概要、援助希望の内訳を、将来計画委員長山本正幸 (〒
113東京都文京

区本郷 7-3-1 東京大学・大学院理学系)宛にお送 り下さい。

◆α οJθgα■s講習会のお知らせ

Sydney Brennerに よる分子生物学への C.ιJのαπsの導入以来、約30年が過ぎました。確固とした方

法論と研究協力に基づくこの分野は、ゲノムプロジェクトの展開とともに新し
い局面を迎えており、他

分野との交流がますます重要になっています。このような状況の中で新たな研究分野
の創出を目指し、

日本分子生物学会の援助を受けて Cマ均απs講習会を開催することになりました。
これから本格的に

C彰″♂απs研究を始めたい方、様々な問題を解くための材料として C.ι′の
απsを使いたい方など、さま

ざまな方の応募を歓迎致します。なお、講習の内容上、今回の受講者の人数には制限を
つけざるをえま

せんが、希望者が多い場合は日本の C.ι″のα%Sグループで相談して、将来また講習会を開く
ことを検討

する予定です。

日  程 :1996年 7月 15日 (月 )13時 ～ 20日 (土)12時

場  所 :国立遺伝学研究所 (静岡県三島市谷田1111)

講習内容 :

実習 :ε彰勿απsの観察と遺伝学の基礎、DNA導入、遺伝子発現解析法 (2sグ″、GFP、 ″θZ、 抗

体)、 ノマルスキー光学系による細胞核の観察
・同定、Cι″のαπsのデータベースヘのアクセス法

デモ実験または解説 :行動のアッセイ、胚の単離、DNA・ RNAの抽出法、導入 DNAの染色体
への

挿入法、遺伝子破壊、変異株の分離法、研究協力関連情報の紹介、C″勿α%の論文の読み方、レー

ザーによる細胞破壊

討論会 :「C″Jのαπs研究の将来」 (国立遺伝学研究所の研究会として行う)

講習は分子生物学の基礎と C.ι′のα%sについての基礎知識を前提として行 う。 (C.ι
′のα%に関する

予備知識については、受講者決定後に日本語の総説を指定し、必要な人は講習会前
に読んでおいても

らう)。 ただし、C・ ιJのαπsの実験は未経験であることを前提として行う。

講  師 :安達佳樹 (遺伝研)、 石井直明 (東海大・医)、 石原 健 (遺伝研)、 桂  勲 (遺伝研 )、 小

原雄治 (遺伝研)、 佐野 亨 (NEC)、 Shahid S.Siddiqui(豊橋技科大)、 三谷昌平 (東京女

子医大 )、 森 郁恵 (九大 。理 )
受 講 者 :15名程度。大学院生、大学教官、民間企業の研究者など

の身分、および所属学会等は間わな

い。応募者多数の場合は、主として講習会の経験が新たな研究分野
の創出のために有効かど
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うかを基準に、企画準備委員会で選考する。

受 講 料 :無料。宿泊・食事は、原則として受講者各自が手配・負担することになる予定。大学院生・

研究生などには、旅費を一部援助できる可能性がある。

申込方法 :(1)氏名・所属・身分、(2)連絡先、(3)応募理由 (こ の講習会をどのように自分の研究に生かす

予定かを含めること。400～ 600字程度)、 (4)旅費一部援助の必要の有無の全部をA4判の用紙
1枚に印字し、返信用封筒を同封の上、下記に郵送して下さい。また、講習会への御希望があ
りましたら、別紙にお書き下さい。

申込/問合先 :

〒411静岡県三島市谷田1111 国立遺伝学研究所  桂  勲
Fax(0559)81-6846、 Tel(0559)81-6845、 E―mail:ikatsura@ddbi nig.ac.jp

申込締切 :1996年 5月 8日 (水 )

a θιのα熔講習会企画準備委員会
桂  勲 (世話人、遺伝研)、 小原雄治 (世話人、遺伝研)、 安達佳樹 (遺伝研)、 石井直明 (東
海大・医)、 石原 健 (遺伝研)、 大島靖美 (九大・理)、 町田泰則 (名大・理)、 三谷昌平 (東京
女子医大)、 山本正幸 (東大・理)

◆学術賞、研究助成の本学会推薦について

本学会推薦の学術賞について下記の方が採択されました。

第12回井上学術賞

山本雅之 (筑波大学・先端学際領域研究センター・教授)

転写因子群による赤血球特異的遺伝子発現制御機構の解析

例年、本学会に推薦依頼あるいは案内のある学術賞・研究助成の概要を表にまとめてあります。その

うち応募にあたり学会等の推薦が必要なものについての、本学会からの推薦は本学会選考委員会の審査

に従って行います。申請書類は各自お取寄せ下さい。

本学会への推薦依頼の手続きは次の通 りです。

1.提出資料 :

1)本申請に必要な書類 (オ リジナルおよび募集要項に記載されている部数のコピー)
2)本学会の 5名の選考委員用および学会控に、上記申請書類のコピー計 6部 (論文は不要)
3)申込受付確認のための葉書 (返信用の宛名を記入しておいて下さい)
2.提出期限 :

本申請の 1カ 月前までに、〒565 吹田市山田丘 1-3、 大阪大学細胞生体工学センター、日本分子生
物学会 庶務幹事 近藤寿人 (Fax(06)877-1738)ま で郵送して下さい。
3.注  意 :

本申請の 1カ 月前までという提出期限後に受取った場合や、提出資料が不備な場合には、選考の対象

とならないことがあります。

なお、本年度の推薦依頼あるいは案内は会報に掲載いたしますが、その受取時期・応募期限と会報発

行日の関係で、一部のものは掲載できない場合があります。応募希望の方は、別表を参考に直接助成先
へ確認をお願いします。
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締 切 助成内容等件  数連 絡 先

1件当 り2,000万 円
まで

・総額 3億円
30件程度

1996年
2月 22日

い三菱財団

雷 (03)3214-5754
〒100千代田区丸の内
2-5-2

1件 150万円8課題、
各課題 1件

1996年
3月 8日

③新化学発展協会
霊 (03)3294-8031
〒101千代田区神田駿河
台1-5

1996年
3月 31日

1件当たり200～
500万円、総額
4,000万円

10件程度
(2件 )

0山田科学振興財団
電 (06)757-3311
〒544大阪市生野区巽西
1-8-1

申請金額に制限
なし

総額
1億円程度

1996年 *

5月 19日

い日本生命財団

奮 (06)204-4012
〒541大阪市中央区今橋
3-1-7
日本生命今橋 ビル

1996年
5月 31日

最優秀賞金
US$20,000
その他の受賞者
USS 5,000

8名以内

ファルマシアバイオテク∩ |

本社プロモーション室  |
雷 (03)3492-7864  1
〒141品川区上大崎   |
4-5-37
本多電機 ビル

(応募先 )
Young  Scientist  Prize
Selection Committee,
iSCIENCE 1333 11 Street,

IN.ヽV..Room 924,Washin―

lgtOn DC 20005,USA

1件
(1件 )

年
３０

９６

月

‐９

６
賞状、賞牌
1,000万円

国際生物学賞委員会

霊 (03)3263-1721
〒102千代田
ヤマ ト
区麹町5-3-1
ビル

日本学術振興会内

1件 100万 円

1件  50万円

1件 300万円

・総額
4,200万円
・総額
500万円
・2件以内
(1件 )

1996年 *

6月 30日

1996`年二*

6月 30日

1996`午
*

7月 31日

0持田記念医学薬学振興
財団

奮 (03)3358-7211
〒160新宿区四谷1-7

1996`年二*

8月 31日

で

で

メグル

円
円
万
万

④
③

・賞状、
500万円

ま

ま

④一般研究
10件程度
(2件 )
③奨励研究
25件程度
(枠なし)

2件
(1件 )

0日 産科学振興財団
毬 (03)3543-5597
〒104中央区銀座6-17-2

金牌
1,000万円

件
１
内
＞
以
件

1996年 *

9月 8日

0上原記念生命科学財団
盤 (03)3985-3500
〒171豊島区高田3-25-3

名  称

新化学発展協会
1996年度研究奨励
金

山田科学振興財団
1996年度研究援助

日本生命財団研究
助成

ファルマシアバイ
オテク分子生物学
着手研究者奨学金

国 際 生 物 学 賞

第 14回 研究助成

第13回国内および
海外留学補助金

第13回持田記念学
術賞

第23回 日産学術研
究助成

第 4回 日産科学賞

概   要

団
成
財
勁
菱
陥
三
割徊評

２

衆
第
自

して

も
個

し

研究課題有り。

して、

めて一

資する若
以下)の
研究奨励

へ の

自然科学の基礎的研究に
対しての研究費援助。

「

、 か
つ

1995年 よ りSCIENCE誌、
との協賛で,学位取得直
後の優秀な若手研究者を
支援するために Pharma‐
cia Biotech & SCIENCE
Prize for Scientists in

お よ

る

ころが

Biologyを設

1996年は分子生物学分野
で特に優れた業績を挙げ
た若手研究者を博士号学
位論文に関するエッセイ
によって選考。

世
挙
大
者
細

て
を
に
究
は

か新麟潮郷

矩
鄭̈
ｔ籐

硼繍
ゎ
態
度、学＞。

舛
険
世ヽ
顧
略
拗

生
界げ
き＜
胞

の 、

と
る
の

び
グルー

上  原  賞

自然科学分野で、学術文
化の向上発展に大きな貢
献をした満50才未満の研
究者。

生命科学の栄養学、薬学、
基礎および臨床医学、社
会医学で顕著な業績をあ
げ、引き続き活躍中の研
究者。
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連 絡 先 件  数 締 切 助成内容等

0井上科学振興財団
毬 (03)3477-2738
〒150渋谷区猿楽町1120

件
１
内
＞
以
件

1996イ千:*
9月 20日

) r')v1件賞状、
200万円

0木原記念横浜生命科学
振興財団
雪 (045)825-3487
〒244横浜市戸塚区舞岡
町641-12

1件
(1件 )

1996`年二*

9月 30日
賞状、記念牌
200万円

②東レ科学振興会
♂ (0473)50-6103
〒279浦安市美浜1-8-1
東レビル

2件前後
(2件 )

総額
1億3,000万円
10件程度
(2件 )

1996`毎=*
10月 9日

1996年 *

10月 9日

特に定めず最大
3,000万円まで

) r')v
1件
賞状、金
500万円

し

い内藤記念科学振興財団
容 (03)3813-3005
〒113文京区本郷3-42-6
NKDビル 8階

前後期各総額
500万円
(1件 )

1件
(1件 )

年
２０
２０

９６
月
月

１９
７
Ｈ

＊

日

日

1996`年二*

11月 20日
正賞、金メダル
300万円

1件 50万 円まで

②ブレインサイエンス振
興財団
毬 (03)3273-2565
〒104中央区八重洲
2-6-20

件
件
)

件
件 )

1996`年二*

11月 30日

・ 1件
80～ 100万 円

・ 1件
100～ 200万円

②長瀬科学技術振興財団
毬 (06)535-2117
〒550大阪市西区新町
1-1-17 10件程度

10数件 1996ζ千:*
12月 15日

1996`有 =*
12月 15日

・ 1件
250万円程度

・1件
50万円程度

ベックマンいバイオラボ
ベックマン奨励賞事務局
毬 (03)5352-2843
〒151渋谷区笹塚2-1-6

2件以内 1996`1三
*

12月 22日
総額150万 円

いブレインサイエンス振
興財団
審 (03)3273-2565
〒104中央区八重洲
2-6-20

・総額
120万 円
(1件 )

・総額
100万 円
(1件 )

1997年 *

1月 12日

・ 1件
30万円まで

・ 1件
30万円まで

名  称

井 上 学 術 賞

木原記念財
賞

団学術

東 レ科学技術賞

東レ科学技術研究
助成

第28回科学振興賞

第28回海外学者招
聘助成金

ブレインサイエン
ス財団研究助成

塚原仲晃記念賞

研 究 助 成

国 際 交 流 助 成

ベックマン奨励賞

海外派遣研究助成

海外研究者招聘助
成

同上のテーマに取 り組
み、国際的に高い評価を
得ている外国の研究者。

を

ブレインサイエンス研究
分野 (脳神経に関する自
然科学的研究をすべて含
む研究領域)において独
創的で国際的評価に値す
る研究者。なるべく若い
者、単独または共同研究
も可。

生化学および有機化学等
の分野において研究活動
を行う研究者または研究
機関。
生化学および有機化学等
の分野において研究調査
を行う研究者の海外派遣
または招聘 (除 く留学)。

ブレインサ

シ

の

る

イエンスの研
図るため、国
ンポジウム等
あるいは研究
助成。
て独創的テ
|に取 り組ん
研究者の招

の

同分野におい
に意欲的
る外国人
助成。

( )内は、応募に当たり学協会等からの推薦が必要な場合本学会よりの推進枠を示しています。
*は
、本年度の案内を受取っておらず、昨年の締切日を参考に示してあります。
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要概

自然科学の基礎的研究者
で特に顕著な業績をあげ
た者 (ただし締切日現在
満50歳未満)。

最近において生命科学の
分野で優れた独創的研究
を行っている国内の研究
者で、原則として50才以
下の者。

大きし

の

たヽ
者
し
な
を
効
の
が

り
上
献

よ
待
仰
一貝

に
技
し

と
れ

る

ら

こ ろ し

る

る

る



◆研究助成のお知らせ

○第27回 (1996年度)三菱財団自然科学研究助成応募要領
1.助成の趣旨
最近の自然科学の進歩はめざましく、各学問分野の研

究の深化はもとより、分野間の相互作用により、つぎつ

ぎに新たな研究領域が誕生しつつあります。このような

状況のもとで、本事業は、これらの基礎となる独創的、
かつ先駆的研究とともに、既成の分野にとらわれず、す

ぐれた着想で新しい領域を開拓し、やがてその国際的発

展に先導的役割を担う萌芽ともなる研究に期待して助成

を行なうことを趣旨としています。

本年度は、下記の分野を重点として助成の対象と致し

ますが、すぐれて独創的なものはそれ以外の研究でも積

極的にとりあげられます。
なお、この助成金は、研究達成のため十分に活用でき
るよう、その使途をとくに制限致しません。
2.重点対象分野
1)原理的に新しい実験方法の開発に関する研究
2)工学における境界分野の基礎研究
3)工学的システムとデバイスの基礎研究
4)地球規模の環境に関する基礎研究
5)新物質・新材料 (低次元およびナノ構造材料を
含む)の創成と物性に関する基礎的研究
6)生体機能物質の構造生物学的研究、および生物
活性物質の基礎研究
7)発生系における細胞の増殖・分化と遺伝子発現
の制御に関する研究
8)諸種疾患の発症機構に関する研究
9)生物個体の機能的構築に関する研究
10)脳・神経機能に関する基礎研究
3.助成の概要
1)応募資格
本助成はいわゆる「総合研究」的なものではなく、

原則として個人研究 (但 し少数グループによる研

究も含む)を対象と致します。完全公募制であり
各研究者は自由に応募いただけますが、当該代表

研究者が日本国内に居住し、国内に継続的な研究

拠点を有する場合 (国籍等は不間)に限られます。
また、営利企業等関係者は対象外となります。
2)助成金額
総額約 3億円を予定。 1件当り2千万円以内と
し、採択予定件数は30件程度を目途と致します。

なお研究の性質上比較的少額で足りる内容のもの

も充分考慮されます。
3)助成金使途
上記助成趣旨に記載の通り、特に制限はありませ

ん。通常の設備費、消耗品費、旅費等は勿論、研

究上特に必要な場合は、研究補助者への謝金等も

可 (ただし当該代表研究者がこれらすべての運用

責任を持つ)と されます。
4)助成期間
1年を原則とします。 (助成金は、贈呈決定後、
通常 1年間で使用される事となります。)
5)助成決定時の義務・条件
後記選考の結果、助成決定を受ける事に決まられ

た場合は、財団所定の、「助成承諾書」を別途提

出いただき、これにより研究経過・完了の報告、

収支会計報告、その他使途変更申請手続等の義務
を負っていただく事になりますが、当面、これら

事務事項以外の格別の義務・条件はありません。

4

1)

2)

5

1)

選考方法 。結果通知等

選考方法
財団委嘱の下記委員からなる選考委員会において

慎重審議の上、その答申案に基づき、1996年 7月

開催予定の財団理事会・評議員会において正式決

定されます。
(選考委員)      (専 門委員)
江橋 節郎 (委員長)1  石川 隆俊
末松 安晴     1  岸  輝雄
江口 吾朗     1  名取 俊二
京極 好正     1 潮田 資勝
員崎 知生     |     (敬 称略)

申請課題の研究内容によっては、適宜専門委

員を委嘱する。
結果通知等

①結果は、決定後直ちに個別申請者宛通知されま

す。なお「助成決定者」の一覧は、各種学術関

係広報資料 (科学新聞、学会ニュース等)にも
掲載致します。

②決定者への助成金贈呈は、1996年 9月 の予定。

応募方法

申込書の提出

①当財団所定の申込書に必要事項を記入の上、正

1通、副 5通 (コ ピー)を左肩上に各ホチキス
留めして、直接下記宛ご送付下さい。なお申込

書以外の参考資料等はこれを添付頂く場合も各
1部のみで結構です。
財団法人 三菱財団
〒100東京都千代田区丸の内2-5-2三菱ビル15階
Tel(03)3214-5754

②また、申込書には返信用はがき (申込者住所、

氏名を宛先として記入したもの)を同封願いま
す。同封分については、財団事務局にて、受付

日、受付番号を記入の上、ご返送致します。

③なお申込書用紙は、当方にて関係各大学、研究

所等宛に既に送付済の用紙ないしそのコピーを
ご使用下さい。また財団事務局にご請求 (宛先

′

記入済の返信用角 3封筒に、190円切手貼付の
上)あれば、別途お送りも致します。
応募期間 1995年 12月 15日 ～1996年 2月 22日

申込書記入上のご留意点

①申込書の研究題目上部欄に申請研究題目のコー

ド番号 (別添コード表ご参照。なお本表は1996

年度版文部省科研費申請コードに準じたもの。)

をご記入下さい。

②また、前記本年度助成重点分野10項 目の中より、
ご申請研究に該当する番号を (無ければ(1)を )

同じくご記入下さい。

③代表研究者が大学・研究所等に所属される場合
は、当該主たる大学・研究所等の機関「長」か

ら本件研究助成申込についての承認を得て下さ
い。 (申込書末尾書式の通り)

④また、他機関に所属する協同研究者の参加が必

要な場合も、協同研究者の機関「長」の了承を、

予め代表研究者よりお取 り置き願います。

参考資料として、重点分野の解説ならびに当財団

第24回以降 (過去 3年度)の助成先一覧を、上述
コード表共々添付します。

2)

3)

追記

- 34 -



○ “ノーベル賞の スウェーデンからの のお知らせ

ファルマシアバイオテクは、1995年 よりSCIENCE誌

との協賛で、学位取得直後の優秀な若手研究者を支援す

る た と)7こ IPharlnaCia I〕10teCh&SCIENCE PriZe fOr Young

Scientists in Molecular Biologyを 設けました。1996年

は分子生物学分野で特に優れた業績を挙げた若手研究者

を博士号学位論文に関するエッセイによって選考しま

す。授賞式は1996年 12月 にストックホルムで開催され、

受賞エッセイはSCIENCE誌 に掲載されます。
1.分子生物学の定義
応募対象は以下の定義による “分子生物学分野"の研
究といたします。
``Molecular 13iology is deined as''tllat part of blology

which attempts to interpret biological events in terrns of

the physicochernical properties of■ lolecules in a cell''

(McGraw‐ Hill Dictionary of Scientinc and Technical

Terms,4th Edition)

く分子生物学とは、生物学的事象を細胞内分子の物理化

学的性質の見地から説明しようとする、生物学の分野で

ある〉
2.応募資格
1)1995年 1月 1日 から1995年 12月 31日 の間に博士号
(M.D.または Ph.D)を取得、もしくは博土課程を
修了した方。
2)上記博士号は分子生物学分野の研究において取得
されたものであること。
3)応募者の学位論文研究にのみ基づいて審査されま
す。
4)応募者の性別、人種、国籍は不間です。
5)Phamacia BioteCh,SCIENCE誌 およびAAASの
従業員と家族は応募できません。
3.応募方法
日、英、仏、独、中またはスペイン語で記載した以下
の応募書類を提出すること。
1)学位論文に関し、特に分子生物学進展への貢献度
に主眼をおいて、応募者本人が書いた1,000単語 (日

本語の場合は3,000字 )以内のエッセイ
2)学位論文の要旨(ダブルスペースで 4ページ以内)
3)論文指導教授または論文審査委員 1名による応募
者本人とその研究の意義に関する1ペ ージの推薦状
4)以下の情報についてタイプアップしたリスト
①学位論文研究に基づいた全ての出版済みおよび
in press論文のリスト。Title,authorを 含む全記
載事項を順序よく記載すること。

②応募者の受賞リスト (academic and professional
awards and honors)(も しあれば)

③応募者の研究経歴 (職業、学会発表等)
5) 規定の応募用紙に全必要事項を記入したもの(学
会センター関西 (Fax(06)873-2300)に 御請求下
さい。また、下記 Intemetの該当ページのEntry
Formで もお申込みいただけます。)
4.応募先
1996年 5月 31日 までに下記に郵送到着のこと
Young Scientist Prize Selection Committee,

SCIENCE 1333 1]i Street,N.ヽ V。 ,Roo■1924,WVashington

DC 20005,USA
1996年度の募集に関する詳しい情報、Entw Formは 、
Internetの http://www.aaas.org/science/p五 ze.htm
でご覧になれます。
また、1995年度の受賞者と受賞エッセイ全文は、上記
Internetホ ームページから、AAASの What's New,
What's Hotペ ージを開けていただく、または SCIENCE

誌の1995年 11月 10日 号でご覧いただけます。
5.選 考
応募者の学位取得施設所在地によって 1)北米、2)
ヨーロッパ、3)日本、4)そ の他、の 4地域に分け、各
地域選考委員が地域毎の候補者を選考します。選考の重

点は研究の水準、および、エッセイが、当該研究の分子

生学分野への貢献度に関していかに明確に記されている

かという点におかれます。地域毎の上位 5名 の候補者の
ェッセイは、Dr.Thomas R.Cechを委員長とする分子
生物学の権威によって構成される最終選考委員会に送ら

れます。ただしSCIENCE編 集者の判断で、地域候補者
を 5名以下とする場合もあります。
6.賞 品
最終選考委員会は各地域毎に最大 3名 までの受賞者を

選出しますが、受賞者総数は8名以内とします。選考は

全体の水準に基づいて行いますので、最終選考委員会の

判断で、ある地域からの受賞者を選出しない場合もあり

得ます。全受賞者の中から最優秀者 1名を選出します。

最優秀賞金は US$20,000、 その他の全受賞者にUS$
5,000が授与され、最優秀エッセイはSCIENCE誌 に掲載
されます。受賞者は SCIENCE誌上で発表します。また、
全受賞者を1996年 12月上旬にファルマシアバイオテクの

本社があるスウェーデンで開催される授賞式に招待しま

す。

◆各種シンポジウムのお知らせ

○第 3回生命工学シンポジウム
′
I｀he 3rd lnternational SympOsiurn on Bloscience and

IIurnan‐ Technology

l.会 期 :1996年 3月 5日 (火 )、 6日 (水 )
2.会 場 :工業技術院筑波研究センター共用講堂
3.主 催 :工業技術院 生命工学工業技術研究所
4.参加費 :無料、講演予稿集配布 (英文 )
5.問合先 :〒 305つ くば市東 1-1

生命工学工業技術研究所 総務部業務課
Tel(0298)54-6037

6.プ ログラム :

3月 5日 (火 )Session l
Reglllation of cell fllnction and signal transduction

3月 6日 (木 )Session 2
1ヽこeural development,lon channels,and rllenlbrane pro―

tein structure

なお、3月 7日 (木)～ 9日 (土 )、 同会場にて生命
研国際 ワークショップ「転写因子の構造生物学―DNA,
RNA、 蛋白質の構造とゲノムバイオロジーヘの展望―」)

を開催致します。併わせてご参加下さい。
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◆第 2回日本生化学会春季シンポジウム

「Biosignaling一細胞膜から核へ」のお知らせ

1.同時 :1996年 5月 18日 (土)9:00～ 17:00
2.場所 :名古屋国際会議場「国際会議室」(〒456 名

古屋市熱田区熱田西1-1、 Tel(052)683-7711)

3.主催 :日 本生化学会
4.協賛 :日 本分子生物学会、日本細胞生物学会
5.主 旨 :生体を構成する数十兆個にもおよぶ各種細胞
は、ホルモン、オータコイド、神経伝達物質、細胞

増殖因子、サイ トカインなどの化学的情報に応答
し、その質的・量的調節のもとに多様な細胞機能を

統合し、生体の恒常性を維持している。これらの機

能発現に至る情報伝達システムは、外来シグナルや

細胞の種類によって異なるが、基本的には細胞表面
での受容に続く変換、増幅という一連の共通システ
ムを介し、蛋白質リン酸化カスケードを経て核へ伝

達される。
本シンポジウムでは、多岐にわたる細胞情報伝達
ネットワークの仕組みについて、第一線で活躍して
いる演者によって解説していただき、さらに21世紀

指向の研究についても述べていただく。多数のご参

加をお待ち致しております。〈入場無料〉
6.演者と講演題目
新井賢一 (東大・医科研)Regulation of cytoHne
genes by NF― AT famiけ proteins and signal trans―

duction by their receptors

宇井理生 (都臨床研)細胞内ングナル伝達系における

○第 23回核酸化学 シンポジウム

1.会 期 :1996年 11月 12日 (火)～ 14日 (木 )
2.会 場 :岐阜市文化センター (岐阜市金町5-7-2)

Tel(058)262-6200

3.共 催 :日本薬学会・他
4.討論主題 :核酸および関連化合物の有機化学、物
理化学、分析化学、生化学および分子生物学
5.発表形式 :口頭発表は 1演題あたり発表15分質疑
応答 5分で、この他にポスターセッション (全発表
の 1/2程度)を設ける予定です。どちらを希望され
るかをお書き下さい。 1研究室から複数の演題を出
される場合は、日頭発表は 1題に絞って申込んで下
さい。口頭またはポスター発表の最終的な決定は組

織委員会に一任願います。
6.講演申込締切 :4月 30日 (火 )
6つのキーワードの中から発表を希望する分野を 1つ

選んでいただきます。A)有機化学 (モ ノマー)、 B)
有機化学 (オ リゴマー)、 C)物理化学、D)生化学お
よび分子生物学、E)リ ボザイム/ア ンチセンス、F)そ
の他。
A4判大の用紙に、1)希望する発表分野、2)発表形
式 (口頭またはポスター)、 3)演題 (英語と日本語)、 4)

発表者の所属・氏名 (講演者に○)、 5)連絡先 (住所、
Tel、 Fax)、 6)和文要旨 (約 200字 )を記載し、申込受
領通知の葉書 (返信宛先・演題名を記入)を添えて下記
宛お申込み下さい。
7.講演要旨英文原稿締切 :6月 28日 (金 )
申込者には、後日、講演要旨作成要領と原稿用紙を送

付いたしますので、同要領に従って英文要旨を作成の

上、期日までにご返送下さい。要旨はNucleic Acids

ホスファチジルイノシトール 3-キ ナーゼの役割

竹市雅俊 (京大・理)細胞集団のパターン形成とカド
ヘリン

谷口維紹 (東大・医)生体防御系における遺伝子発現
調節機構

中西重忠 (京大・医)グルタミン酸神経伝達系の機能
と役割

長田重― (阪大・医)Fasを介したアポ トーシスの分
子機構

日高弘義 (名大・医)ア ネキシンと核シグナル
man IIall(London大 )Signal transduCtiOn path,VayS
rettlated by the rho fanlily of c}′ rI)binding proteins

松本邦弘 (名大・理)酵母 MAPキ ナーゼカスケー ド
とTGF―βシグナル伝達系
Anthony R.Mieans(Duke大 )Regllation of the
calrnodulin kinase IV gene and properties ofits rnul―

tiple products

御子柴克彦 (東大・医科研)IP3受 容体とカルシウム
ングナリング

企画委員会 :野澤義則 (委員長 )、 日高弘義、加藤

兼房、村松 喬、林 恭三
連絡先 :〒500 岐阜市司町40 岐阜大学医学部生

化学教室 野澤義則
Tel(058)26卜2228 Fax(058)26卜 9002

Symposium Series(1996)と してIRL Press社 より発
行され、シンポジウム当日参加者にお渡しする予定で

す。また、各要旨の別刷100部を印刷して、当日購入し

ていただく予定です。(10,000円程度)。
8.参加予約申込締切 :9月 12日 (木 )
住所、氏名、所属を明記の上、郵便振替 (00820-2-
24447:第 23回核酸化学シンポジウム)にて下記参加登
録費をご送金下さい。1回の振替で複数人数申込をされ

る場合は、通信欄に全員の氏名、所属と一般・学生の別

を記入して下さい。なお、参加登録証は当日会場にてお

渡し致します。
9.参加登録費 :予約一般 (共催学会会員)8,000円、
予約学生5,000円 (当 日各2,000円増し)
10.懇親会 :13日 (木 )夕方、岐阜キャッスルホテル
で開催の予定。
11.懇親会参加費 :一般8,000円、学生5,000円。原則
として予約制とします。参加費を添え、参加登録予

約時にお申込み下さい。なお、可能な場合には、前

日のお申込みも受付けます。
12.宿泊案内、航空券割引案内 :講演申込者には日本
交通公社岐阜支店 (Tel(058)264-1286、 Fax(058)

264-1275)よ り宿泊案内等をお送りいたします。そ
の他の希望者は 9月 30日 までに上記宛お申込み下さ
い。
13.申込・連絡先 :〒 502岐阜市三田洞東5“-1 岐阜
薬科大学薬品化学講座 広田耕作 または 佐治木
弘尚 Tel(058)237-3931内 線224(広田)、 350(佐治

木)Fax(058)23卜 5979
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expiry date ......

Signature..........

Blackwe ll
Science

Genes to Cells will be published monthly from January 1996, ISSN L356-9597

Order Form - 1996 Subscription

□ Please cmer my Volume 101(1996)subscription to C′
“
ωわ C′胎 江thc

spccial price of¥7500.I anl a 1llenlber oftheヽ4olecular Biology Society of

Japan

Unfortunately we are unable to process subscription payments in Yen. IYe will therefore
charge you an amount in sterling which will be equal to or less than Y7500 at the

exchange rate inforce on the day that we process your order.

E Please debit my American Express / Diners / Eurocard / Mastercard / VISA

card no

with the amount in Sterling corresponding to Y7500

Dtte

E Please send me an invoice (all subscriptions are payable in advance)

Street / PO Box..

Town........

County......

Country. ....Telephone no

Post/Zip Code...... .… e―mail… …¨… … … … … … ¨…… … ……

Please return to:
Anna Rivers, Blaclrwell Science Ltd, Osney Mead, Oxford OX2 0EL, UK.
Tel: +44 L865206206; Fax: +441865206096
e-mail: anna.rivers@blacksci.co.uk
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Genes to Cens購読に関するお願い

1.新 しい雑誌 Genes to Cellsが富澤純一氏の許で着々と準備され、本年よりいよいよ刊行が始まりま
した。質の高い論文を収載した雑誌を我国から出す

一
日本分子生物学会の長らくの念願がここに

実現したのは誠によろこばしいことです。

2.GeneS tO CellSは 日本分子生物学会の会誌ではありません。しかし、そこには否応なくアジアから

世界に向けての発信という意義が含まれます。学会はこれを全面的に支援し、その成功に協力するも

のであります。

3.良い雑誌としての地位を築くのは、第 1に質の高い論文を常に確保することです。このために、日
本分子生物学会は編集主幹の富澤純一氏の活動が円滑に行えるよう、全面的に協力と支援をします。

4.良い雑誌としての地位を築く第 2の条件は雑誌の浸透度、いわゆるサーキュレーションです。
Genes to Cellsは Blackwell Science Ltd.が印刷、出版、販売にあたりますが、雑誌が発足してから

の 2年間くらいが離陸のために特に重要な期間です。 3と 4の二つの条件は相互に切り離し難く連動

しているので、学会としてこの期間サーキュレーションの確保と拡大に力を尽すことの大切さを考え

ています。

5。 そこで、通常の購読予約 (前ページ)のほかに、複数冊の購読予約の方法を設けました。日本分子
生物学会会員の有志、特に教室や研究室のリーダーあるいは世話役の方に複数冊の購読予約をお願い

したいのです。しかし、単に買い取るだけでなく、それらを最初の 1年間あるいは 2年間、皆様と関

係の深い世界的にも有力な研究室に寄贈していただけないでしょうか。雑誌は出版社から自動的に相

手方研究室に送られますが、送付される雑誌には「Dr.・・・の寄贈による」というコメントが付けられ

ます。これによって、雑誌 Genes to Cellsおよびそこに掲載された論文を世に周知させる効果ははか

り知れないと思います。またご自身で購読される2冊 日以降の雑誌を教室や研究室に置いて頂ければ

着手の人々の利用に供することができると思います。このような意味で次ベージの「ご自身で○冊、

しかじかの研究室への寄付として○冊」と空欄を入れたSubSCriptionお rmを用意した次第です。
なにとぞよろしくお願いします。

日本分子生物学会 会長   松原謙一
日本分子生物学会 編集幹事 吉川 寛

次ページ (裏面)の購読申込書もまた、以下の宛先にお送 り下さい。

Anna Rivers,Blackwell Science Ltd,Osney lⅥ lead,Oxford OX2 0EL,UK.′rel:+441865206206;

Fax:―+440865206096

e‐mail:anna.rivers@blacksci.co.uk
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Elackwell
Science

E I would like to register subscription(s)to Genes to Cells for myself, starting with the

first issue in January 1996. The special MBSJ price is +7500 per subscription.

`Cα

たgοッの

Name
Delivery Address

E I would also like to register subscription(s)to Genes to Cells on behalf of the

following persons or institutions, starting with the first issue in January 1996. The special

MBSJ price is *7500 per subscription.
(Category 7)

l. Name
Delivery Address ..

2. Name
Delivery Address

3. Name
Delivery Address ...

Pavment details

I therefore attach payment for a total of
#7500 per subscription

subscriptionsto Genes to Cells for 1996 at

Unfortunately we are unable to process subscription payments in Yen. ll/e will therefore charge you an

amomt in sterling which will be equal to or less than Y7500 at the exchange rate inforce on lhe day that

we process your order.

E Please debit my American Express / Diners / Eurocard / Mastercard / VISA
card no: ..... ...................................expiry date........../

Signature....

E Please send me an invoice (all subscriptions are payable in advance)

County.............
Country............
PostlZip Code..

Telephone no. ..........
.e-mail...
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